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Ⅰ　はじめに

Z 世代とは，一般的に 1990 年代半ばから 2000
年代後半に生まれた世代で，現在 10 代前半から
20 代半ばの世代を指す。Z 世代は，これまでは
教育や消費の対象として扱われることが多かった
が，最近では起業家としても注目されるようにな
ってきている 1。

Z 世代の特徴として，彼らは物心ついたときか
らスマートフォンに慣れ親しみ，SNS をデフォ
ルトで利用していることから，「ソーシャル・ネ
イティブ」と呼ばれる。また，グローバル化が
進み，地球温暖化や環境危機が当たり前になり，
LGBTQ などダイバーシティ＆インクルージョン
が強く意識される社会環境の中で教育を受けてき
たため，「SDGs ネイティブ」とも呼ばれる。さ
らに，2020 年に始まった COVID-19 のパンデミ
ックにより，オンライン授業を受けざるを得なく
なった世代でもある。このような背景から，Z 世
代は社会貢献を重視する傾向があり，最近では，
自ら行動を起こし起業する人も見受けられる。し
かし，これまでは消費・教育の対象として注目さ
れることがほとんどで，起業家として注目される
ようになったのは最近である。

本稿では，研究が始まりつつある Z 世代の起
業に焦点を当て，彼らの起業の背景にある環境や
社会の変化が，彼らの起業の目的やプロセスにど
のような影響を与えたかを，知識創造理論に基づ
いて考察する。知識創造理論とは，人々が知識資
産や環境をもとに，それぞれの文脈で間主観的な
関係を作り，暗黙知と形式知の変換によって新し

い知識を創造し，新しい変化を起こすプロセスを
記述する理論である。そのプロセスは共通善の実
現という目標に向けられており，人々は実践的で
賢明なリーダーシップを発揮し，物語り（ナラテ
ィブ）によって人を巻き込み動かしていく。本稿
では，日本における Z 世代の起業事例から，環
境変化，起業の目的，起業のプロセスを知識創造
理論の観点から見て，Z 世代の起業の特徴を明ら
かにし，実践的かつ学術的な研究課題を検討した
い。

本稿では，６つの日本における Z 世代の起業
の事例をピックアップし，知識創造理論に基づき
分析する。Z 世代の起業に関する事例研究はまだ
多くないことから新規性があると考える。また，
知識創造理論に基づく Z 世代の起業事例の分析
もおそらくまだ行われていないため，この研究に
は独自性があると考える。

Ⅱ　概念の定義

まず，本稿のキーコンセプトである「Z 世代」
と「知識創造理論」を定義する。なぜなら，これ
らの概念の定義にはバリエーションがあるからで
ある。

１　Z世代

前述のように，Z 世代は一般に 1990 年代半
ばから 2000 年代後半に生まれた世代とされて
いるが，具体的な年についてはばらつきがあ
る（Bassiouni & Hackley, 2014; Berkup, 2014; 
Francis and Hoegel, 2018; Priporas et al, 2017）。
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本稿では，1997 年から 2012 年の間に生まれた，現
在９歳から 25 歳の世代と定義する（中沢，2018）。
Z 世代は，1964 年から 1980 年に生まれた X 世代

（現在 41～56 歳）の子供世代にあたり，1981 年か
ら 1996 年に生まれた Y 世代（現在 25～40 歳）の
次の世代である（中沢，2018）。Z 世代は，世界
人口の 1/3（Brown, 2020），日本の人口の約 14％

（e-Stat, 2021）を占めているとされる。
Z 世代の特性に関する調査・研究は，学会だけ

でなくコンサルティング会社でも行われている
（c.f. Barclays, 2019; Barclays Bank, 2017; Gomez 
et al, n/a; Francis and Hoefel, 2018）。 日 本 の
調査・研究は，海外の調査・研究を参考にして
Z 世代を記述しているので（原田，2020; 中沢，
2018; 斉藤，2020; 牛窪，2020），Z 世代の特徴は
世界共通であると推測される。これらの調査・研
究で語られている各世代の特徴をまとめると，表
1 のようになる。各世代は，生まれた年によって
区分され，生まれ育った時代の社会情勢や技術動
向などの環境の変化により，その特徴を表してい
る。

Z 世代の主な特徴は，以下の通りである。2008
年から 2009 年にかけての世界金融危機は親世代
である X 世代に大きな経済的影響を与えたため，
Z 世代は経済的安定を求める傾向にある。また，
Y 世代ほどではないが，起業にも関心がある（中
沢，2018; 斉藤，2020; Wood, 2013）。また，彼ら
は，気候危機の報道に接したり SDGs について教
育を受けたりしており，社会貢献，多様性，持続
可能性に高い関心を持っている（サステナブル・
ブランド ジャパン，2019）。しかし，そのために
余分なお金を使うというわけではない（Kim et 
al, 2020; 斉藤，2020）。Z 世代は，スマートフォ
ンを初めてデジタルデバイスとして使用した世代
であり，実生活でも SNS でもシームレスに他者
と自然につながっており（Bhargava et al, 2020; 
原田，2020; Kim, 2020），そのため「ソーシャ
ル・ネイティブ」と呼ばれることがある（原田，
2020）。Y 世代も SNS を利用して他者とつながっ
ているが，彼らは最初に使ったデジタル機器がパ
ソコンや携帯電話であり，SNS は実生活を補完
するものと考えている点で，Z 世代とは異なって

　 ベビーブーマー X 世代 Y 世代 / ミレニアル世
代

Z 世代

年 1946-1964 1964-1980 1981-1996 1997-

年齢（2021 年時点） 57 ～ 75 41 ～ 56 25 ～ 40 ～ 25

主な出来事と傾向 戦後，冷戦，ベトナム
戦争，公民権運動

オイルショック，チェ
ルノブイリ原発事故，
ベルリンの壁崩壊，イ
ンターネットの出現

イラク戦争，9.11 と同
時多発テロ，ソーシャ
ル・メディアの出現，
世界金融危機

AI，SDGs，パンデミ
ック，ソーシャル・デ
ィスタンス，オンライ
ン授業，ワークフロ
ム・ホーム

文脈・コンテクスト 経済成長 資本主義・実力主義 グローバル化 気候危機

代表的な製品 テレビ パソコン スマートフォン・タブ
レット

AR/VR，ウェアラブ
ルデバイス

コミュニケーションメディア 電話 メール・SNS SNS・ソーシャル・メ
ディア

SNS・ソーシャル・メ
ディア

デジタル技術への対応 デジタル移民 アーリー・アダプター デジタル・ネイティブ ソーシャル・ネイティ
ブ

行動 理想主義
革命家集団主義者

物質主義的
競争主義的
個人主義的

グローバリスト
懐疑的
自己中心的

“Undefined ID”
“Communaholic”
“Dialoguer”
現実的な

消費傾向 イデオロギー
レコードと映画

ステータス
ブランド・車
高級志向

体験中心
フェス・旅行
フラッグシップ

ユニークさ
サブスク
エシカル
シェアリング

仕事と生活 人生より仕事 仕事と生活の両立 仕事と生活の一体化 仕事と生活の一体化
起業家精神

出所：�Francis and Hoefel （2018）のExhibit 1，中沢（2018）の表 1，原田（2020）， 斉藤（2020）， 牛窪（2020）に基づき筆者作成。

表１　各世代の特徴
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いる（斉藤，2020）。Z 世代は，親世代の X 世代
の流れを汲み，現実逃避する傾向があり，テクノ
ロジーの進化によって理想的な仮想世界を求める
傾向がある（Wood, 2013）。また，彼らは複数の
アカウントを使い分けながら，オンライン上の存
在を注意深く整理し，キュレーションしている

（Kim et al., 2020; 斉藤，2020; 牛窪，2020）。
Z 世代の特徴について行われた調査や研究は，

主に消費者動向やマーケティング（Bassiouni 
and Hackley, 2014; Kim et al., 2020; Priporas, 
et.al., 2017; Wood, 2013）， 教 育・ 雇 用（Chicca 
and Shellenbarger, 2018; Shatto and Erwin, 
2016）などに焦点が当てられている。起業に関し
ては，これまで X 世代，Y 世代・ミレニアル世
代の調査・研究が行われてきたが（Gibson, et al., 
2009; Guerrero, et al., 2021），Z 世代はまだ始ま
ったばかりである。

２　知識創造理論

知識創造理論は，一橋大学名誉教授の野中郁次
郎らが提唱した経営理論で，知識創造のメカニズ
ム，プロセス，システムを示し，知識に基づく戦
略，組織行動，リーダーシップなどを研究対象と
する（Nonaka, 1991; Nonaka et al., 2008; Nonaka 
and Takeuchi，1995; 2011; 2019）。知識創造のメ
カニズムとプロセスは SECI モデルによって表さ
れる。SECI モデルは，暗黙知（言語化が困難な
主観的・身体的な経験知）と形式知（言語や数値
などで表現できる客観的・合理的な言語知）の変
換を示す動的なモデルである。SECI モデルが起
きるのは「場」で，「共有された動的な文脈」と
定義される。「場」では，場に集う人々が場にコ
ミットし，主観を共有して間主観的な関係を築
き，経験や対話を通じて意味を創造する。場は単
一・独立で存在するのではなく，知が鍵となる多
様な場の重層的なネットワークを創り，生態系を
形成するシステムである。場を創り，SECI モデ
ルを推進するのは，賢慮（実践知）の能力を持つ
リーダーシップである（野中・遠山，2007）。知
識創造のプロセスは，異なる知識やモノゴトの新
しい組み合わせから成るため，イノベーション
そのものである（Schumpeter, 1934; Nonaka and 
Nishihara, 2018）。

知識創造理論では，知識を「個人の信念や思い

を「真善美」に向かって社会的に正当化するダイ
ナミックなプロセス」（Nishihara, 2018, Nonaka 
and Nishihara, 2018）と定義しており，知識創造
理論はただ単に知識を管理するための理論ではな
く，知識をベースとした経営のための理論であ
る。この理論の背景には，アリストテレスのギリ
シャ哲学，フッサールなどの現象学，西田幾多郎
の禅に基づく哲学があり（Nonaka and Takeuchi, 
1995; 2019; Nonaka et al., 2008），人間は本質的
に善であるという考え方に基づく（c.f. Broadie 
and Rowe, 2002; Bregman, 2020）。知識は，人と
人，人と環境の関係から生み出され（Nonaka et 
al., 2008; Nonaka and Nishihara, 2018），「真善美」
という理想を志向する。したがって，知識は，環
境の変化に応じて，すなわち知識創造の文脈が変
化するにつれて，それぞれの事例の具体的かつ特
殊な状況を反映して動的に創造される。

知識創造論の研究・調査では，しばしばケース
スタディが用いられる。例えば，どのような環境
や文脈の変化の中で，どのような思考や信念，あ
るいは目的を持って，どのような人とどのような

「場」を作り，どのような知識や価値を生み出す
のかに焦点が当てられる（Nonaka, 1991; Nonaka 
et al., 2008; Nonaka and Takeuchi, 1995; 2011; 
2019）。次項では，日本における Z 世代の起業事
例に基づき，環境変化，起業の目的，起業のプロ
セスを知識創造理論の観点から見て，Z 世代の起
業の特徴を明らかにする。

Ⅲ　方法とデータ

本稿でとりあげる６つの事例は，Z 世代の起業
の典型例としてインターネット上で公開されてい
る記事をベースにしている。インターネットメデ
ィアで公開されている記事を用いることで，客観
性・信頼性を確保するためである。なお，特定の
日本国内の事例のみを取り上げているため一般化
には課題があるが，Z 世代の特性が日本と海外で
類似していると仮定することで，論文の有用性を
担保できると考える。

事例１では就職活動に関する起業の事例を３つ
取り上げる。事例２では SDGs に関する起業の事
例を３つ取り上げる。就活と SDGs に関する事例
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で勝ち進んだ，優秀な学生だけにスカウトができ
るサービス」であるが，学生視点では「最終面接
までの頑張りが評価され，オファーが届く新卒採
用のサービス」である。ABABA は企業向けと
学生向けとに分けられており，採用に至った場合
に企業から成功報酬を払ってもらう（学生は無
料）というビジネスモデルとなっている。

なぜこれがサービスとなり得るかと言えば，前
にも述べた通り，就活が大変シビアで，最終面接
まで進んでも内定が得られなければ，また一から
面接を受け直さなければならず，学生には精神的
な負担が大きいためである。このサービスの背景
には，「最終面接まで頑張れば誰かが評価してく
れる。決してむだなことではない。そういう就職
活動のシステムに変えていきたい」という思いが
ある 3。

この思いは，代表取締役 CEO の久保駿貴の個
人的な体験がきっかけとなっている 4。友人が最
終面接まで進んだのに不採用となってしまい，ひ
どく落ち込んでしまったのだ。その姿を見た久保
は，就活の問題点は，学生がせっかくたどり着い
た最終面接までの評価がゼロになり，なんども一
から面接を繰り返す中で精神的に追い詰められる
ことにある，と気づき，これを何とかできないか
と考えたのである。

久保駿貴は 1997 年生まれの 26 才で，大学 4 年
生の 2020 年に起業した。現在は大学院に進んで
いる。ABABAは3度目のサービス立ち上げだが，
起業したいという思いがあったのではなく，自分
のペインを解決するサービスを創った，というこ
とである 5。ABABA は自分ではなく友人のペイ
ンを解決するものだが，身近で具体的な課題を対
象にしている点が共通している。

Team Dot（https://team-dot.com/）
Team Dot は「Draw out Our Talent」の頭文

字をとった名前で，「才能は引き出されるもの」
という信念を表している 6。「つながって，カラ
フる」というミッションをかかげて，自分ごとで
社会をハッピーにするサービスを提供している。
具体的には，Z 世代と企業をつなげて，商品開発
やサービス企画などの支援を行ったり，ディスカ
ッションの場をつくったり，インサイトを提供し
たり，就活する学生をマッチングする「つなが

を選んだ理由は，どちらも Z 世代が直面してい
るテーマだからである。

１　事例 1：就職活動

日本では企業が新卒者を一斉に―多くの場合 4
月1日から―採用するのが通例である。大学生は，
面接解禁日である 4 年次の 6 月 1 日よりかなり前
の 3 年次から活動を開始するのが一般的である。
中には，2 年次から企業でインターンシップを行
い，就職活動に備える学生もいる。このように，
就職活動のプロセスは競争的でシビア，かつ長期
にわたる。

就職活動は通常，ターゲット企業に勤務する
大学の OB・OG の訪問から始まり，その後，数
回の面接と筆記試験を受ける。内定が出るまで
には，最低でも 3 回の面接を受ける必要がある
ことが多い。内定は公式には 4 年次の 10 月 1 日
に出されるが，その前に内々定をもらう学生も
少なくない。COVID-19 のパンデミック前の過去
10 年の間の学生の就職率（卒業後に就職を希望
し，就職できた学生の割合）は上昇傾向にあり，
2020 年の就職率は過去最高の 98％（厚生労働省，
2020），2021 年は 96％（厚生労働省，2021）だっ
た。

学生の中には，内定が出るまで何社も訪問して
面接を受け，断られ続けるために，精神的に参っ
てしまい，落ち込んでしまう学生もいる。こうし
た状況を社会課題ととらえて起業したのがここで
紹介する３社である。

ABABA（https://abababa.jp/）
ABABA は，パートナー企業が推薦する学生，

最終面接まで進んだことがわかる資料を提供でき
た学生を，登録した企業がスカウトできるサー
ビスである 2。日本では，最終面接に進んだが不
採用になった学生には企業から「より一層のご健
勝とご活躍を心よりお祈り申し上げます」という
通知（多くの場合はメール）が届く。これを「お
祈りメール」と呼ぶ。この「お祈りメール」は学
生にとって最悪の事態だが，これを活用すること
で，学生と企業の両方にメリットが出るサービス
だ。そのため ABABA のサイトには「お祈りメー
ルを他社への推薦に」というコピーがつけられて
いる。つまり，企業目線では「他社の最終面接ま
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る」サービスと，Z 世代の視点でグラレコ・イラ
スト・ホワアニ・ムービーなどを作成するクリエ
イティブな「カラフる」サービスである。どちら
も Generation Z の強みを活かして，「ワクワク感」
をキーワードにメンバーの個性を重視して，Z 世
代と企業が dot をつなぐように互いにアイデアを
シェアしながら形にするものである。

社長の冨田侑希は 1996 年生まれの 25 才で，大
学在学中の 2017 年に起業した。きっかけは，大
学 3 年生だった 2016 年に，特別客員教授で起業
家の斉藤徹のアイデアを形にする授業を受けた学
生たちと開いていた自主ゼミである。冨田は次の
ように当時を回想する 7。

「当時は就職活動中で，すごく焦っていました。
そもそも世の中にどんな仕事があるのかもわか
りませんでしたし，夏休みが終わる頃にはすで
に 100 社近く訪問していたのに，どうしてもここ
で働きたいと思える会社が見つからなかったんで
す」

働きたいと思える会社が見つからなかったのは
冨田だけではなかった。日本の就活では，学生は
悪目立ちをして不利になることを恐れ，誰もが黒
色のリクルート用のスーツを着て同じような髪型
をして，同じような内容の経験談を話す。面接す
る企業側は，この慣例を改めようとはしない。互
いに素顔を隠しているような状態で，働きたいと
思える会社が見つからないのは当然である（斉藤
, 2020）。冨田は「就職を起業目線から学生目線に
変えたい」という思いを抱き，仲間を募ってビジ
ネスプランをつくり，コンテストに出場した。冨
田のチームは準決勝で敗退となったが，斉藤のサ
ポートを得て起業することになった。

就活をきっかけに始まった事業だが，前述の通
りいくつかのプロジェクトに発展している。特徴
は，学生たちが自主的に参加し，学び，事業化し
ている点だ。冨田は，「社会人になっても戻って
来られる，家族のようなコミュニティが理想」と
し，10 年後にむけて「自分自身も含め，関わって
いるすべての人がワクワクし，大切な場だと思え
るような，持続可能なチーム」を目指している 8。

エシカル就活（https://ethicalcareerdesign.jp/）
「エシカル就活」は，社会課題に関心のある学

生と，社会課題に取り組む企業とをマッチング
する新しい就活スタイルである 9。この名称その
ものをサービス名にしているのが，「エシカル就
活 ― ETHICAL SHUKATSU（Ethical Career 
Design）―」10 である。HR テックカンパニーの
株式会社 Allesgood11 が提供する SNS アプリで，

“社会課題に取り組むエシカル企業と若者を繋げ
る採用プラットフォーム”として 2021 年 5 月に
提供を開始した（池田，2021）。社会課題に取り
組む若者と企業とをつなぐ人事管理のサービスを
提供することで，「人・自然・社会」に配慮した
仕事探しを通じて豊かで持続可能な世界を目指し
ている。このサービスの特徴は，「気候変動」「ダ
イバーシティ」「教育」「貧困問題」などの社会課
題を選ぶと，その課題に取り組んでいる企業が表
示され，マッチングできる点である。登録企業の
サステナビリティニュースがタイムリーに配信さ
れるなどの付加価値もある。

代表取締役 CEO の勝見仁康は大学在学中の
1998 年生まれの 22 才である。勝見仁康自身も，
新型コロナウイルスの影響で就活に苦労したひと
りだ 12。もともとは別の事業で起業を目指してい
たが，コロナ禍で断念。４年次になって「社会課
題への取り組み」「自分と会社のビジョンとの親
和性」という軸で企業探しを始めたが十分な情報
がなく，特定の社会課題に取り組む企業を探すこ
とが困難だった。周りの就活生も同じ課題を持っ
ていることが分かり，このサービスを開始した。

現在，勝見仁康に共感した同世代の学生たちが
マーケティング，戦略立案，開発など，それぞれ
の得意分野で能力を発揮している。アドバイザー
は，一般社団法人エシカル協会代表理事の末吉里
花，元パタゴニア日本支社長の辻井隆行，国際基
督教大学教授の布柴達男が務めており，外部識者
の意見やアドバイスを参考にしている。掲載する
企業を選ぶ際には，米国の NPO の B Lab が提供
する「B Corp」という認証制度を参考にしてい
る。また，学生向けのイベントも開催し，SDGs
や社会貢献に具体的に取り組むきっかけを提供し
ている。

このサービスを利用する学生は，「エシカル就
活に必要な情報を一から自力で探すのは大変で
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す。社会課題に取り組む企業と就活生がマッチン
グできるプラットフォームの存在は重要だと思い
ます」と述べて，評価している 13。一方，このサー
ビスを利用する企業のマネジャーは，「仕事を通
して，社会課題を解決していきたいと真剣に思っ
ている学生たちが，本気で社会課題に取り組む企
業と安心して出会える場所であってほしい」と，
期待している 14。

２　事例 2：SDGs

次 に，SDGs に 関 連 す る Z 世 代 の 起 業 の 事
例 を 3 つ 取 り 上 げ る。 こ れ ら は，2021 年 に
Sustainable Brands Japan が開催した Internatio-
nal Conference で紹介された取り組みである 15。

Shiina
露木志奈は 2001 年生まれの 20 才で「環境活動

家がいない社会へ」をスローガンに活動する環境
活動家である 16。気候変動を止めるために，2020
年 11 月から 2021 年 5 月までの間に 15,000 人，
110 校以上で全国の学生に講演を行っている。プ
ロフィールには次の通り紹介されている 17。

2001 年横浜生まれ，中華街育ち。15 才まで日
本の公立学校に通い，高校 3 年間を「世界一エ
コな学校」と言われるインドネシアの「Green 
School Bali」 で 過 ご し，2019 年 6 月 に 卒 業。
2018 年に COP24（気候変動枠組条約締約国会
議） in Poland，2019 年に COP25 in Spain に参加。
肌が弱かった妹のために口紅を開発し，Shiina 
Cosmetics を立ち上げる。2019 年 9 月，慶應義
塾大学環境情報学部に入学。現在は，気候変動に
ついての講演会を全国の中学生・高校生に行うた
め，休学中。

露木志奈のきっかけは，バリ島のグリーンス
クールでの体験から自然との共生の大切さに気づ
いたことと，肌が弱い妹のために化粧品づくりを
始めたこと。化粧品づくりを通して見えてきたこ
とを，ワークショップや講演という形で広めてい
る。

露木は次のように述べている 18。

「自分で口紅を作ることは，ただ楽しいだけで

なく，自分がつけるものに何が使われているの
か，どのような過程で作られているのかについて
も知ることができます。特に口は，ものが直接的
に入り，身体への影響が大きいので目を向けて欲
しいと思いました。毎日の少しの選択が，身体も
地球も変えていくのです。」

HAYAMI
大久保夏斗も 2000 年生まれの 21 才で，合同会

社 HAYAMI の代表社員である 19。大久保夏斗は
東京農業大学国際食料情報学部在学中の 2020 年
に 1998 年生まれの兄の大久保迅太と兄の友人の
ベトナム出身のMinh Hoangと立ち上げた20。「草
ストロー」は，東南アジアに生息するカヤツリグ
サ科のレピロニアと呼ばれる植物を原料に，ベト
ナム・ホーチミン郊外で無農薬，保存料不使用，
無添加で製造されている。2020 年 4 月の販売開
始から 9 月までの 5 か月間でコロナ禍の影響にも
関わらず導入店舗数が 100 店舗を超え，2021 年 4
月には 150 店舗へと拡大している 21。

海洋プラスチックごみの問題がクローズアップ
され，プラスチックストローを減らそうという動
きがきっかけとなり，「人々に，未来へつながる
ちょこっとエコ・エシカルな選択を提供し続ける
こと」を目標にする。生産はホーチミン市郊外で
行っており，現地での雇用の創出や教育支援など
も進めている。

大久保夏斗は次のように述べている 22。

「毎日の何気ない選択の積み重ねが環境問題を
生み出している。でも，一人ひとりの意識が少し
変わるだけで地球の問題は改善されていくと思
う。脱プラスチックの取り組みを通して，持続可
能な社会を実現したい。」

CRRA
村木風海も 2000 年生まれの 21 才で，一般社団

法人 炭素回収技術研究機構（Carbon Recovering 
Research Agency: CRRA）の代表理事・機構長
である 23。東京大学工学部 化学生命工学科 3 年
生。「地球温暖化を止めて地球上の 77 億人全員を
救い，火星移住も実現して人類で初の火星人に
なる」という夢を持つ 24。2019 年には，世界を
変える 30 歳未満の日本人 30 人として，Forbes 



立教ビジネスレビュー　第 15 号（2022）11-21

17

Japan 30 UNDER 30 2019 サイエンス部門を受賞
している 25。

村木風海は幼少期から 10 年以上二酸化炭素の
研究を行っている。きっかけは小学校 4 年生のと
きに祖父からもらった，スティーブン・ホーキン
グ博士の『宇宙への秘密の鍵』という本を読んだ
こと。人間が移住する先として紹介されていた火
星を調べる中で，火星の大気の 95% が二酸化炭
素だと分かり，これを酸素に変えれば住めると考
えたのである 26。

現在の研究テーマは，空気中から直接回収しエ
ネルギーに変える技術。原理自体はすでに発見さ
れており目新しさがなかったため，最近まで世間
から認められなかった。しかし，総務省主催のイ
ノベーター育成プログラムに採択されたことによ
り，「あなたはそのままでいい。堂々と人と違う
道を進みなさい」と言われたような感覚を持ち，
先を信じて進む原動力を得ることができるように
なった 27。

村木風海は次のように述べている 28。

「僕は 2000 年生まれなので，22 世紀の未来が

他人事ではないのも関係していると思います。人
生 100 年時代ですから，これからますます技術が
進歩すれば同世代の多くは西暦 2100 年を越えて
生きているでしょう。その一方，温暖化がこのま
ま進めば 2050 年には気候変動による干ばつなど
の影響で食糧が不足し，世界的に飢餓のリスクが
高まると言われている。僕たちはそんな時代を
50 年以上生きるかもしれない。だからこれは遠
い未来の話でも子孫のための話でもなく，自分自
身に関係のある問題として捉えていますね。」

IV　事例の分析

事例１では，日本の大学生の就職活動の問題
解決を目指した ABABA の久保駿貴，Team Dot
の冨田侑希，エシカル就活の勝見仁康という３人
の Z 世代起業家が立ち上げたサービスを紹介し
た。彼らの起業の背景にある環境や社会の変化と
起業の目的や起業に至る過程について，知識創造
理論に基づき表２にまとめた。

就職活動に困難を抱える学生が増えているとい

　 ABABA Team Dot エシカル就活

主人公 久保駿貴 冨田侑希 勝見仁康

環境 就職活動で課題を抱える学生が増加

きっかけ 友人が最終面接に失敗して，
精神的なダメージを受けた

100 社以上検索しても，就職
先が見つからなかった

社会的課題の解決に取り組
んでいる企業に就職を希望
したが，見つからなかった

思いと信念 精神的な苦痛を受ける生徒
を減らす

ジェネレーション Z の能力
を引き出す

社会的課題に取り組む企業
とのつながり

目的 頑張れば誰かが評価してく
れる就活システムに変える

ジェネレーション Z の能力
を引き出す

人・自然・社会を考えた就
職活動で，豊かで持続可能
な世界をめざす

場の参加者 企業・学生 企業・学生 企業・学生

成果 最終面接まで進んだ学生と
優秀な学生を採用したい企
業のマッチング

Z 世代の才能，洞察力，創
造性などを活用するための
学生と企業のマッチング

社会的課題に関心を持つ学
生と，社会的課題に取り組
む企業のマッチング

出所：筆者作成。

表２　就職活動に関する事例１のまとめ
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う環境変化の認識は同じでも，具体的に解決すべ
き課題は個々の特殊な文脈を反映して異なり，そ
れぞれが持つ思考や信念，目的も異なるため，課
題解決のプロセスは三者構成になっていると考え
られる。

一方，サービス提供のプロセスやサービスその
ものに共通する点もある。それらをまとめると，
次のようになる。（1）社会課題を解決すべき自分
たちの問題として捉える，（2）Win-Win を目指
す，（3）とりあえず一歩踏み出す，（4）チームワー
クで対応，（5）先輩アドバイザーやメンターの活
用，（6）お金ではなく感謝の気持ちで報いる，な
どである。これらの点は，Z 世代の特徴とも一致
すると考える。

事例２では，SDGs の 17 の目標に向かう起業
として，SHIINA の露木志奈，HAYAMI の大久
保夏斗，CRRA の村木風海の製品やサービスを
紹介した。彼らの起業の背景にある環境や社会の
変化と起業の目的や起業に至る過程について，知
識創造理論に基づき表３にまとめた。

事例２の３人の起業家は，「サステナブルブラ
ンドジャパン 2021 国際会議」でたまたま同じセ
ッションに参加したという関係性だけで，同じ課
題に取り組んでいるわけではない。SDGs 達成と

いう共通点はあるものの，その範囲が広いこと，
また，それぞれに異なる文脈，思考，信念，視点
を持っていることから，共通項を見出すのは無意
味と思われる。しかし，本質的な共通点として，

「地球を救う」「行動を起こす」という危機感・使
命感があることを指摘したい。

一方，彼らが参加したセッションでは，起業家
たちが分野を超えて意見交換し，Z 世代ならでは
の斬新で大胆なアイデアがたくさん出たという。
このセッションが活発な場になったのは Z 世代
の特性に沿ったものだと思われる。

V　結論と課題

本稿では，Z 世代の起業について事例１と事例
２で紹介し，環境変化，起業の目的，起業のプロ
セスを知識創造理論の観点から見て，Z 世代の起
業の特徴を明らかにすることを試みた。

事例の分析から，実践的な示唆としては，Z 世
代の起業家たちは，自らの経験や文脈から得た知
見に基づき，大きな環境変化を与件として，自ら
のビジネスを立ち上げていることが明らかになっ
た。具体的には，個人の経験から得た暗黙知をも

　 SHIINA HAYAMI CRRA

主人公 露木志奈 大久保夏斗 村木風海

環境 気候変動 海洋プラスチック廃棄物 二酸化炭素による地球温暖化

きっかけ 敏感肌の妹のために口紅を手作
りした

兄とベトナムに行き，製品と
パートナーを見つけた

ホーキング博士の本を読み，火
星に住むという考えに感銘を受
けた

思いと信念 毎日の小さな選択が，私たちの
身体と地球を変える

私たちの意識の小さな変化が，
地球の問題を改善する

CO2 研究は，地球温暖化防止に
大きな効果を発揮する

目的 若い学生に情報を与え，行動を
変える，行動をうながす

未来につながるエコ・エシカル
な選択肢を提供し続ける

火星に移住し，人類初の火星人
となる

場の参加者 日本の中高生 脱プラスチックに挑戦する店舗 研究員

成果 物語を広め，若者の意識と行動
を変える

プラスチック製ストローの使用
を減らすために，草のストロー
の使用を増やす

空気中の二酸化炭素を回収し，
エネルギーに変換する方法をひ
ろめる

出所：筆者作成。

表３　SDGs に関する事例２のまとめ
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とに，仲間とのコミュニティを作り，対話を重
ね，形式化し，コンセプトやプロトタイプを作
り，新しい知や価値を創造している。その原動力
は，環境変化による社会問題の顕在化・拡大に対
する危機感と，それを解決するための信念・目的
である。ここで注目すべきは，必ずしも金銭的な
見返りを第一に考えていないように見える点であ
る。むしろ，社会的な課題を解決することで得ら
れる感謝や賞賛の方が重要視されているようだ。
また，組織や事業の規模を大きくすることを第一
の目的とはしていないようである。むしろ，地域
の人々に価値を提供することを第一に考えている
ようだ。この２点から，彼らは X 世代や Y 世代
とは異なる価値基準を持っていると言えると考え
る。

一方，学術的な示唆としては，知識創造のプロ
セスは Z 世代の起業の事例にも見えることが明
らかになった。しかし，これは，知識創造のプロ
セスが Z 世代の起業を促進し，成功させる要因
であることを証明するものではない。

今後の研究では，実践的，学術的な示唆に基づ
き，より深く掘り下げる必要があり，研究テーマ
としては，実証的なアプローチが想定される。例
えば，起業を考えている，あるいは起業に失敗し
た Z 世代に，知識創造のプロセスを学んでもら
った後で起業してもらい，その結果を検証する，
などである。

本研究の限界は，日本における Z 世代の起業
について６つの事例しか取り上げていない点にあ
る。COVID-19のパンデミックの影響がある中で，
起業家の世代に関わらず起業の事例をより多く研
究することで，環境変化が起業にどのような影響
を与え，知識創造のプロセスがどのように実践さ
れているかをさらに理解することができると思わ
れる。Z 世代に限れば，彼らの斬新さ，大胆さに
基づく彼らの実践から知見を得，知識創造論を進
化させることができる可能性がある。

最後に，本稿では Z 世代の一般化された特徴
を用いているが，この特徴を固定的なステレオタ
イプとして捉えてはいけないと考える。各世代の
特性は，環境変化の影響を受けて顕著になってい
るが，多くの場合，定量的な調査から一般化され
たものである。ここで注意したいのは，すべての
ケースはユニークで一度きりであり，ケーススタ

ディによって一般化された特性以外の傾向が明ら
かになることもあるということである。このこと
を念頭に置きながら，環境変化という大きな流れ
の中で，たった一つの特殊な事例に普遍性を見出
すことを心がけたい。
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